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学校だより

先週、梅雨入りが発表され、蒸し暑かったり寒かったりと不順な天候が続き、体調を

崩しやすい時期です。『早寝、早起き、朝ごはん』、規則正

しい生活、栄養をきちんととる、疲れを残さないなどのよう

にして、このうっとうしい時期を乗り切りたいと思います。

先週まで山陽新聞に『子どもが危ない～深刻化するネット

の闇～』という特集が掲載されていました。スマホをはじめ

としたネット環境による様々な問題が起こっています。

インターネットスラングに「リア充」という言葉があります。

リアル（現実）の生活が充実している人物を指す言葉だそう

です。インターネット上のコミュニティ（ＳＮＳ等）に入り

浸るのは、現実生活が充実していない人だとも言われています。

急激な進歩を遂げ、大変便利になったネットの世界。子どもたちは、これからの生活の

中で、ネットの恩恵を受けることになるでしょう。しかし、その前に、今この時期に、

家庭・学校・地域社会といった現実生活を充実させるためにも、しっかりとした居場所

を確保することが大切だと思います。

自分の居場所を作るためには、安心していられる人間関係を作ること、勉強が分かる

こと、好きな時間や場所があることなどが必要になります。集団づくりを通して、人と

のかかわり方、相手の気持ちを推し量る力、トラブルを話し合いで解決する力などを培っ

ていきます。一人一人の子どもが、ありのままの自分を出せること、それがわがままで

はなく、集団の中の一人として尊ばれること、少しのがまんや譲り合いができる、そん

な集団が子どもにとっての居場所となるのだと思います。

学校でも、先週１週間、『白石

小もっとなかよしウィーク』と称

して、友達関係を見直し、さらに

よい関係が築けるように様々な取

り組み行いました。日頃の活動で

も、中学校との連携、また、白石

踊の伝承活動をはじめとして地域

の皆様に多くの協力をいただきな

がらの地域との連携で、より多く

の人間関係を作っていけるように

と思っています。保護者の皆様の

ご協力をよろしくお願いします。

白石小学校ホームページ http://shiraishi-es.kasaoka-ed.jp/

いじめゼロ いつもえがおの 白石小 ○○○○

友達と なかよく遊んで 楽しいな ○○○○

いじめはね みんなの心 きずつける ○○○○

ぼくたちの 絆はいつも 無限大 ○○○○

友だちと いつもいっしょに 笑おうよ ○○○○

自分から なかよしの輪を 広げよう ○○○○

笑顔でね いじめをなくそう 世界中 ○○○○

いけないよ 言葉の暴力 体への暴力 ○○○○

みんなとね 仲よくすれば 楽しいよ ○○○○

みんなで 仲よく 笑い合おう ○○○○

白石小・中学校では、従来から、教育活動の交流や行事の合同実施

など、教育活動の連携を積極的に進めています。今年度も、「白石踊

の練習」「海岸清掃」「合同給食」等の行事を行っています。昨年度

から始めた「合同遊び」も楽しく活動できました。今年は、土曜参観日の後の自由時間に自然発生的に小中学生が集

まって、全員で遊ぶ姿も見られました。また、今年度初めて、運動会に向けての合同体育も１学期に行いました。

これからも、学習面・合同行事等で交流を進め、小･中の絆を深めていきたいと思っています。

合同白石踊練習 海岸清掃 合同遊び 合同体育

野菜の植え付け 桑産業についての講話

桑の実洗浄体験桑の実収穫体験

天野ストア見学 駐在所見学

白石小学校では、「地域に根ざした特色ある学校づ

くり」を進めています。国の重要無形文化財「白石踊」

の継承活動をはじめ、地域の特性（人材・文化・自然

等）を生かしていきたいと考えています。生活科や社

会科、総合的な学習の時間を中心に、地域を題材に学

習を進めていきます。

低学年は、生活科で、植物の生長や地域で働いてい

る人々や様々な場所について調べ、自分とのかかわり

を理解して、生活に生かせるようにしていきます。

中学年は、社会科で、地域への理解を深め、地域社

会の一員としての自覚を持つようにします。

中・高学年では、地域を題材に、自分で課題を見つ

け、探求活動に取り組む中で、自己の生き方にも結び

つけることを目的としています。

これらの学習で、自分たちの生まれ育った白石島の

人々、自然についての理解を深めていきたいと思って

います。

このことが、「自分や地域に誇りをもち、将来に向

けてたくましく生きる」ことにつながると考えていま

す。

いろいろな場面で、ご協力をお願いすると思います

が、よろしくお願いします。


